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２．交通・大気に関する持続可能な地域づくり 

－自動車に過度に依存しない地域づくり－ 

 

あなたの地域では、市街地中心部などで大気汚染が進んでいませんか。 

大気をきれいにしていくためには、自動車から出る排気ガスを少なくするだけではなく、地域

の交通システム自体を変えていくことも必要です。ここでは、地域の交通状況に着目した環境へ

の負荷の少ない地域づくりについて考えてみましょう。 

こんなことは起きていませんか
・市街地中心部や主要幹線道路で渋滞がひどい
・市街地で最近大気汚染が悪化している
・細い道まで自動車が進入するため、生活道路が渋滞している
・道路を広げるために古い町並みが失われつつある

行政が率先して取り組みましょう
・庁用車に燃費の良い車種を選んでみましょう

宣言してみましょう
・「自転車のまち」を宣言するなどで自動車交通量削減を宣言してみましょう　
（参考事例：鹿児島県加世田市）
計画してみましょう
・総合計画などで自動車交通量削減を計画してみましょう
・パーク・アンド・ライドによる自動車交通量の削減を計画してみましょう
　（参考事例：石川県金沢市）

地域の交通手段としてＬＲＴやモノレール、地下鉄などを整備し、車を利用
しなくても住み良いまちづくりを進めることが考えられます
上高地や尾瀬へのマイカー規制のように、自然の豊かな地域では地域内への
自動車流入を制限したりすることが考えられます

地域の状況を調べてみましょう
・自動車保有率や交通量調査の結果はどうでしょうか
・大気汚染の現状はどうでしょうか　
・騒音の状況はどうでしょうか
　

きっかけ

調べる

さらに

はじめの
一歩

考える

取り組む
（例）

つぎの
一歩

深める

拡げる

支える

地域の交通体系を変えてみましょう
・住民の使い勝手の良いコミュニティバスを導入してみましょう
 （参考事例：東京都武蔵野市）
・パーク・アンド・ライドシステムを導入してみましょう
 （参考事例：石川県金沢市）　など

公共バスの利用促進のしくみを作りましょう
・住民公共バスの利用者に割引などの特典を与えて自家用車からバスへと誘導　
しましょう（参照事例：神奈川県）
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交通対策をきっかけとした
「持続可能な地域づくり」へ

さ
ら
に

つ
ぎ
の
一
歩

は
じ
め
の
一
歩

調べる

地域内の交通体系を変える

コミュニティバス導入

公共交通利用促進のしくみをつくる

コミュニティバス

パーク･アンド･ライドシステムの導入

大気汚染の現状

地域の交通量

考える
自動車交通量削減を宣言

取り組む 行政が率先して
燃費の良い車を導入

交通対策を計画

環境定期券

 

■参考事例 

○石川県金沢市（事例集④） 

市中心部への交通集中が激しいことから、TDM（交通需要マネジメント）施策を精力的に実施
しており、その中で「パーク・アンド・ライドシステム」の導入などの取り組みを進めています。 
○滋賀県八日市市（事例集⑤） 

自転車専用道の設置など、市内の道に自転車の走行空間を張りめぐらせ、わが国初の自転車都市

宣言を実施しました。 
○鹿児島県加世田市（事例集⑥） 

「サイクルシティかせだ」を宣言し、サイクリンピックの開催や公園への自転車・歩行道の整備

など市民に自転車を浸透させる活動を積極的に行っています。 
○岡山県美星町（事例集⑦） 

「美しい星空を守る美星町公害防止条例」により、適正な野外照明のあり方などを定め、美しい

星空を守りながら、それを地域の特徴として地域振興に活かしています。 
○東京都板橋区（事例集⑯） 

自動車排気ガス対策をきっかけとして取り組み、低公害車導入を実施しています。 
○公共交通バスを考える会（http://www.mmjp.or.jp/bus/index.html） 
神奈川県ではバス利用者に土日などの運賃を安くするなどの経済的優遇措置を与えることで移

動手段を自家用車からバスへと誘導する「環境定期券」を導入しています。 
○交通エコロジー・モビリティ財団（http://www.ecomo.or.jp/） 
環境にやさしい交通やバリアフリー計画に関してのノウハウの提供などを行っています。 


